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特集 : 微小害虫の生態と 防除 ( 7 )

タ バ コ コナジ ラ ミの最近における発生と防除
まつ

農林水産省野菜 ・ 茶業試験場 松 井
ま さ
正 春

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ の発生経過

我が固 に お け る タバコ コ ナ ジ ラ ミ の発生 は ， 従来か ら

サツマ イ モ ， ダ イ ズな ど の露地畑で普通 に 見 ら れ， 時 に
多発 し て す す病 を 発生 さ せ た (宮武， 1 980) 。 ま た ， 1 970 

年代 の 一時期 に は ， 本種が媒介す る ト マ ト 黄化萎縮病が
関西 地 方 を 中心 に 流行 し た (尾崎 ら ， 1 976) 。

しか し ， 1 989 年 ご ろ タバコ コ ナ ジ ラ ミ が施設栽培の ポ

イ ン セ チ ア な ど で全国各 地 に発生 し 始 め (農水省調査 :

22 県約 1 4 ha) ， 翌年 に は 施設栽培 の 果 菜類等で も 多 発

し ， こ れ に 伴い東海 地 方 の抑制栽培 ト マ ト を 中心 に 着色
異常果が多発 し た 。 ま た ， 施設栽培 地帯の露地 エ タ。マ メ

が広い と 考 え ら れ る 。 両系統の タバコ コ ナ ジ ラ ミ を 各種
作物 に寄生 さ せ て 発育幼虫数 を比較す る と ， サツマ イ モ ，

イ ン ゲ ン マ メ で は 在来系統 の ほ う が多 く ， 反対 に ， プロ

ツ コ リ ー， ワ タ， レ タス ， メ ロ ン で は 新系統の ほ う が多

い こ と が報告 さ れて い る (COHEN et aI . ，  1 992) 。 ま た ， ス

イ カ ズラ 由来の在来系統 は ， ト マ ト ， カ ボ チ ャ での繁殖
が悪 く ， 逆 に ポ イ ン セ チ ア 由来の 新系統 は ， ト マ ト ， カ
ボ チ ャ な どでの増殖率が高 く ， ス イ カ ズ ラ での 繁殖が悪

か っ た (大泰司 ら ， 1 992) 。 こ の よ う に ， 新系統 は在来系

統 と 比較 し て ， 寄主範囲が広 い だ け で な く ， 多 く の寄主

植物で繁殖が良好で、 あ り ， こ れ ら の こ と が各種野菜 な ど

で新系統が多発す る 要因 の ー っ と な っ て い る と 推察 さ れ

な ど に 由 化症 に よ る 被害が生 じ た 。 タバ コ コ ナ ジ ラ ミ は ， る 。

そ の 後 も 花 き や 野菜 の 苗 な ど を 通 じ て 急速 に 分布拡大
し， 1 992 年 ま で に 数県 を除 き ， ほ ぽ全国 的 に 広が っ た 。

媒介 ウ イ ル ス 病

一方， 米国の フ ロ リ ダ州 に お い て も ， 1 986 年 ご ろ か ら タバ コ コ ナ ジ ラ ミ は熱稽， 亜熱帯 を 中心 に 多 数のウイ
施設栽培ポ イ ン セ チ ア で タバコ コ ナ ジ ラ ミ が多発 し ， そ ノレ ス 病 を媒介 し ， マ メ 類， キ ャ ッ サパ， ト マ ト な ど多 く

の後カ ボ チ ャ の 白 化症 (silverleaf) や ト マ ト 果実の着色 の作物 に 被害 を与 え て い る 。 COHEN et aI. (1 992) は ， タ

異常症 (i打egular ripening) が発生 し た 。 こ れ は ， 従来 ノ T コ コ ナ ジ ラ ミ の Iettuce infectious yeIIows virus の媒

か ら 発生 し て い た 系統 (以下， 在来系統 と 略) と は異 な 介能力 を比較 し た と こ ろ ， 在来系 統 は 媒介 す る が， 新系

る 新 し い 系統 (以下， 新系統 と 略) に よ る も の と 報告 さ

れた (BHARATHAN et aI. ，  1 990) 。

し た が っ て ， 最近我が国で多発 し 始 め た タバコ コ ナ ジ
ラ ミ も ， 吸汁 に よ り 異常症 を起 こ す こ と な ど の 点 で， 従

来か ら 生息 し て い た タバコ コ ナ ジ ラ ミ と は性質が異 な り
(表一1 ) ， 新系統の も の と 推測 さ れ る 。

寄 主 範 囲

タ バコ コ ナ ジ ラ ミ 在来系統の寄主植物 と し て ， MOUND 

and HALSE Y (1 978) は ， 63 科 306 種 と 多 く の 種 を 記載 し
た 。 我が国 で は ， 宮武 (1 980) は 13 科 23 種 を ， こ の う
ち 栽培植物 と し て は， ナ ス ， タバコ ， サツマ イ モ ， ワ タ，
ダイ ズ， キ ャ ベツ， ハイ ビ ス カ ス を 記載 し た 。 新系統 に
つ い て は ， 上記 に 記載 さ れて い な い ゴ ボ ウ ， フ キ ， セ ル
リ ー， ミ ツノ f， パ セ リ ， ホ ウ レ ン ソ ウ ， イ チ ゴ な ど多 く

の 未記載種で も 発生 し て お り ， 在来系統 よ り も 寄主範囲

Recent Infestation and Its Cimtrol of the Sweetpotato 
Whitefly. Bemゐ匂 tabaci GENNADIUS. in Japan. By Masaharu 
MATSUI 

表 - 1 タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 新系統及 び在来系統の

生理生態的特性の差異

①在来系統 は露地畑で発生 し た が， 新系統は露地の み な ら ず，

施設内 で も 多発す る 。

②新系 統 は 在来系統 よ り も 寄 主 範 囲 が 広 い ( BRO\\"N et al . .  
1991) 。

③新系統は薬剤感受性が低 い。
④新系統 は 吸汁 に よ り 異常症 を起 こ し や す い (COHEN et  al . .  

1992) 。
⑤新系統の 甘鎗排池量 は， 在来系統 よ り も 多 い (FLlNT. 私信) 。
⑤新系統 と 在来系統 は ， 幼虫の発育速度が異な る (COHEN et al . .  

1992) 。
⑦新系統の増殖率 は 多 く の作物で在来系統 よ り も 高 い (COHEN

et a l. . 1992) 。
⑧電気泳動 に よ る ア イ ソ ザ イ ム 分析で両系統 に 差が認め ら れ る

(LIU et al. .  1992) 。
⑨両系統は ウ イ ル ス 媒介能力 に差があ る (DUFFUS et al.. 1991 ; 

COHEN et al . . 1992) 。
⑬ス イ カ ズ ラ 由来の在来系統 は 新系統 と 交雑 し な い (大泰司 ら ，

1992) 。
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統 は媒介 し な い と い う 注 目 す べ き 報告 を し て い る 。 今後，

タ バコ コ ナ ジ ラ ミ 新系統の ト マ ト 黄化萎縮病 ウ イ ル ス な

どの媒介能力 に つ い て も 検討 し て い く 必要が あ ろ う 。

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ の吸汁 に よ る 異常症

タ バコ コ ナ ジ ラ ミ の 吸汁 に よ り 生ず る カ ボ チ ャ 白化症

は ， 我が国で は 1 989 年 に沖縄で初 め て 確認 さ れた (外間

ら ， 1 990) 。 カ ボ チ ャ の 葉 に 少数の幼虫が寄生す る と ， 新

展開葉や茎が白化す る 。白化症状 を呈す る カ ボ チ ャ で も ，

葉 に寄生 し た 幼虫 を除去す る と ， そ の後の新展開葉 は健
全に な る 。 こ の点 で， 一般の植物 ウ イ ル ス 病の発症状況
と は 異 な る 。 白化症の発症機構 に つ い て は ， 分子 レ ベ ル
で研究が進め ら れて い る 。 ウ イ ル ス 粒子 は 見出 さ れて い

な い が， 白化葉 な ど に 2 重鎖 RNA や RNA 依存 RNA

ポ リ メ ラ ーゼが存在 し て い る こ と か ら ウ イ ル ス 様因子が

関与 し て い る と 考 え ら れ て い る (BHARATHAN et al.， 
1 992) 。

SCHUSTER et al. (1 990) は ， ト マ ト 果実の 着色異常症 を
タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ の 放飼試験 に よ り 再現 し た 。 着色異常
症が現れ始 め る 幼虫密度 は ， 1 00�300 頭/ 葉 (1 齢�4 齢
幼虫 (踊 を 含む， 以下同 じ ) ) (西東 ら ， 1991 ) ，  130 頭/ 葉
(4 齢幼虫) ( 中島 ら ， 1 991 ) ，  80 頭/ 葉 (3 齢�4 齢幼虫)
(松井， 1 992) で あ る が， ト マ ト の株の 大 き さ ， 果実の発
育段階， 品種な ど に よ り 変動す る も の と 考 え ら れ る 。 着

色異常果 は ， 幼虫が果房の上位葉 よ り も 下位葉 に寄生 し
た ほ う が発生 し や す い (松井， 1 992) 。 ま た ， 成虫が ト マ
ト の 未熟果 を 吸汁 し た 場合 に ， 果実が成熟す る と そ の部

分が小白斑点 と し て 残 る (西東 ら ， 1 991 ) 。
そ の ほ か に も ， タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ の 吸汁 に よ り ， エ ダ

マ メ 及びイ ン ゲ ン の 爽， ミ ツノ '{， セ ル リ ー ， ハ ク サ イ ，
ダイ コ ン ， チ ン ゲ ン サ イ ， カ ラ シ ナ ， ト ウ ガ ン ， ヘ チ マ ，

フ キ ， ゴ ボ ウ ， レ タ ス な ど に茎葉の退緑や白化症状が現

れ る (西東， 1 992: 外間 ら ， 1 992) 。 幼虫の 付着 し た 箇所
が退緑す る ， い わ ゆ る chlorotic spot は供試 し た 24 種 の
野菜苗の す べ て の 葉 に 生 じ た (外間 ら ， 1 992) 。

天 敵 類

天敵昆虫 と し て Encars勿 属， Erefmocerus 属 な ど の 寄

生蜂や ， テ ン ト ウ ム シ 類， ク サ カ ゲ ロ ウ 類， カ プリ ダニ

類 な ど の捕食性天敵が多 数存在す る . 現在， 生物農薬 と

し て ， 昆虫寄生菌 Verticillium lecanii や寄生蜂 Encar­
sia formosa が試験 さ れて い る 。 E formosa は タ ノ f コ コ

ナ ジ ラ ミ と オ ン シツ コ ナ ジ ラ ミ が共存す る 場合 に は ， 後

者 に 対す る 選好性が よ り 強 い傾向が見 ら れ る (BENUZZI et 
al. ，  1 990 ; 松井， 1 991 ) 。 し か し ， 複数回の E fonηosa の
放飼で ポ イ ン セ チ ア (PARRELLA et al.， 1 991 ) や ト マ ト (松

井， 1992) の タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 密度 を 1/ 1 0 以下 に 低下 さ

せ る こ と がで き る 。

有効薬剤 と 総合防除

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ に対す る 登録薬剤の種類 は き わ め て
限 ら れて お り ， 現在， エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 乳剤及 び ピ
リ ダベ ン フ ロ アプルが ト マ ト ， ポ イ ン セ チ ア で， ププ ロ
ブ ェ ジ ン水和剤， キ ノ キ サ リ ン 系 水和剤が ポ イ ン セ チ ア

で登録 さ れて い る 。

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ の 総合防除 に 当 た っ て は ， 薬剤防除

と 調和 さ せ な が ら ， 物理的防除法 (防虫網や 近紫外線除
去 フ ィ ル ム 被覆 に よ る 成虫 の 侵入 防止， 定植前の施設内
の 清浄化 と 密閉処理 に よ る 初期密度 の低減な ど ) ， 耕種的
防除法 (施設内外の雑草除去， 他植物 を 育首施設 に 持 ち

込 ま な い な ど) ， 生物的防除法 (E formosa， V lecanii 
な ど の天敵利 用 ) な ど を 組み合わ せ て ， 防除回数の 軽減
と ロ ー テ ー シ ョ ン散布 に 努 め な が ら ， 安全か つ 安定的 な

作物生産 を 行 っ て い く 必要 が あ る 。

本 会 発 行 図 書

農 薬 適 用 一 覧 表 ( 平 成 4 農 薬 年 度 )
農林水産 省 農 薬検査所 監修

定価 2 ， 800 円 (本体 2 ， 719 円 ) 送料 380 円

A 5 判 462 ペ ー ジ

平成 4 年 9 )j 30 日 現在. 当 該病害 虫 ( 除 草 剤 は 主 要 作物) に 適 用 の あ る 登録 農 薬 を す べ て 網羅 し た 一 覧 表 で. 殺 商 剤.

殺 虫 剤 ， 除 草 剤 ， 植物成 長 調整 剤 に 分 け ， 各作物 ご と に 適 用 の あ る 農 薬 名 と そ の 使 用 時期， 使 用 回 数 を 分 か り や す く 一

覧表 と し て ま と め， 付録 と し て ， 毒性 及 ぴ 魚 毒性 ー 覧 表 及 ぴ 農 薬 一 般 名 ( 商品 名 ) 一覧表. 農 薬商 品 名 ・ 一 般 名 対比表

を 付 し た 。 農 薬取扱業者 の 方 は も ち ろ ん の こ と 病 害 虫 |坊 除 に 関係 す る 方 の 必携 書 と し て 好評 で す 。
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